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あだち皆援隊講座とは
もっと住みやすい 「あだち」

にするために、 私も地域活動

に取り組みたい！　

そんな方々の一歩を後押しす

る講座です。

子どもたちが NPO 団体のインタビュー取材記事に挑戦

あだち皆援隊講座

　８月５日 （土）、 親子で地域活動 ・ 取材を体

験するあだち皆援隊講座 「子ども記者体験

教室」 が、 足立区ＮＰＯ活動支援センターに

て行われました。 当日は、 小学４～６年生の

親子が参加。 取材のコツから記事の書き方、

また、 聴覚に不自由のある方のサポートをす

る団体の活動と手話を体験しました。

　取材のコツや記事の書き方を学ぶ前半は、

足立よみうり新聞編集長の吉岡仁さんが、 メ

モを取ることの大切さ、 結論から書くコツと

いった取材や記事の書き方をレクチャー。 吉

岡さんの話を熱心に聞きながら、さっそく、「メ

モを取ること」 を実践していた子どもたちの

姿が印象的でした。

　続いて子どもたちは、 実際に取材を始めて

いきます。 この日の取材テーマは 「聴覚に不

自由がある方のサポート」 です。 聴覚障がい

の方々のサポート活動を行っているデフ ・ サ

ポート足立の理事長 ・及川リウ子さん、 事務

局長 ・ 石川真理子さんから、 手話を学びまし

た。 慣れない動作に最初は戸惑っていた子ど

もたちも、 次第に手話で挨拶や自分の名前を

表現できるようになり、 子どもたちには笑顔

が溢れ、 次々と新たな手話を習得していきま

した。

　吉岡さんのレクチャーと、 及川さん、 石川さ

んのお話をもとに、 いよいよ記事を作成して

いく子どもたち。 最初は悩みながらも、 メモ

を振り返ったり、 保護者に相談して、 思い思

いの記事を作成しました。

　参加した小学生は手話の楽しさと表現の奥

深さを実感した様子で、 「あ、 そういうことか！

と思いながら楽しめた」 「意味が分かれば楽

しくておもしろい手話がいっぱいあるんだと

感じた」 などの感想を話してくれました。 また

「友だちの弟の耳が不自由なので、 大きくなっ

たら、 手話を覚えて会話したい」 と支援者の

視点に立った活動の大切さを考える子どもも

いました。

　NPO 団体の活動を学び、 記事に落とし込

むことを経験した子どもたち。 この経験が地

域活動を知り、 地域や社会の問題に対する

意識へと繋がるきっかけになったのではない

でしょうか。

デフ ・ サポート足立の活動や歴史についてインタビュー。

この時もメモを取ることは忘れません。

手話は国によって違うこと、 方言があることなど、

手話についての新たな発見に驚いていました。

地域にどんな活動があるのかな？

私にも何かできるかな？

もっといろいろ知りたい !!

と思った方は、

足立区 NPO 活動支援センターに

アクセスしましょう。

　　〒123-0851
　　東京都足立区梅田七丁目１３番1号
　　TEL：03-3840-2331

adachi-npo-center@machikatsu.co.jp

Twitter Facebook

あだち
協働

パートナー
サイト

【制作】 イラスト ： やわらかアートアカデミー　スズキミ／インタビュー & 記事 ： 渡邉美樹 （足立区ＮＰＯ活動支援センター） ／記事作成 ： ワタナベサヤカ （Ｎ活区民ライター）

*** 足立区 NPO 活動支援センター開館日 ・ 開館時間 ***

開 館 日 ： （火）〜（日）

開館時間 ： 午前９時〜午後９時３０分 （月末の平日は午後５時まで）

休 館 日 ： （月）、 （祝）、 年末年始

　 最近、 相談員との会話の中で、 「カラオケでヒップホップを歌う」

というものがありました。 ある登録団体の方との世間話でもヒップ

ホップの話で盛りあがったばかりでしたので、 新鮮でした。 ストリー

トカルチャーとして成長したヒップホップは、 既存の価値観に問題

提起しながらも、 新たな価値を見出すパワーを秘めていて、NPO

活動に通じるものがあるのではと思います。 社会学者の藤井敦史

氏はNPOの専門性のひとつに「現場からのフィードバックで生まれ

る知識 ・ 技術」をあげます。 NPO活動をされる方々は、 常に現場

に寄り添い、 現場からの声を大切にする姿勢を貫いてらっしゃいま

す。NPO活動とヒップホップは、 ストリート＝現場主義の精神が根

底にあるのではないでしょうか。 ヒップホップを聴くときの熱量と、

NPO活動に魅了されるときの高揚感。 両者の近接性を感じる、

今日この頃です。 　　　　　　　　　　　              　（センター長・橋爪）
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食事や学習支援、 就労支援など、 ユース世代の支援は多岐に渡ります。
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強みを組み合わせ
若者への支援を広げる取り組み

あだちユースサポートネット

特集
　プラットフォームとは、ひとつの団体では対応が難しい大きな課題を、
複数の団体で連携・協創し、ゴールへ向かうための基盤となるコミュニティの
ことを言います。今号のA-PARTNERSは、足立区で活動するプラットフォー
ムのひとつ、「ユースサポートネット」に参加している認定 NPO 法人カタリバ
の原久美子さんに、取り組みの内容やメリット、課題について伺いました。

プラットフォームで広げる支援の輪
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だ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

ま
す
︒
ま
た
︑
年
に
一
度
の
イ
ベ
ン
ト
の
他
に

も
幅
広
く
活
動
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
の

も
と
︑
�
�
�
�
年
に
改
め
て
主
催
の
�
名
で

N
P
O
任
意
団
体
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
︒

 
年
々
成
長
し 

広
が
っ
て
い
く

 　

代
表
の
阿
出
川
さ
ん
た
ち
が
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の

イ
ベ
ン
ト
を
初
め
て
開
催
し
た
の
は

�
�
�
�
年
︒
当
時
は
��
人
ほ
ど
が
集
ま

る
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
が
︑
��
回
目
と
な
る
昨

年
は
親
子
で
総
勢
５
�
�
人
が
集
ま
り
︑
た

い
へ
ん
盛
り
上
が
っ
た
そ
う
で
す
︒
公
園
各

所
に
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
の

仕
掛
け
や
︑
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
織
り
交

ぜ
な
が
ら
︑
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
大
人

も
本
格
的
な
仮
装
を
し
て
︑
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
世

界
観
を
作
り
ま
す
︒
企
画
か
ら
開
催
当
日
ま

で
︑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を

出
し
合
い
な
が
ら
︑
作
り
上
げ
て
い
く
の
が

特
徴
で
す
︒
中
に
は
毎
年
親
子
で
の
参
加
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
子
︑
小
さ
い
頃
か
ら
参

加
し
︑
今
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
活
躍
し
て
く
れ
る
子
も
い
る
そ
う
︒
ま
た

地
域
の
方
々
な
ど
年
々
︑
協
力
す
る
人
も
増

え
︑﹁
活
動
を
続
け
て
き
て
よ
か
っ
た
﹂︑
と

阿
出
川
さ
ん
は
言
い
ま
す
︒

世
代
を
超
え
て
楽
し
め
る
一
日
を
作
り
た
い

 　
﹁
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と
い
う
と
日
本
で
は
若
者
の
イ

ベ
ン
ト
と
い
う
印
象
が
強
い
で
す
が
︑
今
後
は
︑

孤
立
し
て
い
る
子
ど
も
へ
の
呼
び
か
け
や
︑
地

域
に
暮
ら
す
年
配
の
方
が
参
加
し
や
す
い
と
思

え
る
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
﹂
と
い
う

阿
出
川
さ
ん
︒

公
園
の
工
事

に
伴
い
︑
今
年

の
開
催
場
所

は
変
わ
り
ま

す
が
︑
昨
年
よ

り
も
さ
ら
に
ワ

ク
ワ
ク
し
て
も

ら
え
る
イ
ベ
ン

ト
に
し
て
い
き

た
い
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
︒

新
規
登
録
団
体
紹
介

毎年大勢の参加者で盛り上がる！


